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論 文 要 旨	 	 	 	 	 	 

 

 

所属ゼミ 余田 拓郎 研究会 氏名 山守 凌平 

(論文題名) 
	

超高関与消費者の特徴とその獲得要因	

	

―現代演劇のアート消費者における知識獲得と消費体験の発展モデル―	

 

 

 

(内容の要旨) 

	

製品のライフサイクルの短命化および市場の成熟に伴う製品のコモディティ化の

進展に伴い、製品の価値は機能的価値から意味的価値へと転換しつつある。製品

に意味的価値を付与することによって、極めて高い関与とロイヤリティを持続

し、高い頻度で購買を続ける消費者(超高関与消費者)を獲得することができれば、

市場における競争優位性を維持することが可能となる。 

 

本論文においては、企業が超高関与消費者を獲得するためのプロセスを考察すべ

く、現代演劇の超高関与消費者を対象に調査を実施し、超高関与消費者の形成過

程の分類を行なった。その結果、超高関与状態に至るまでのプロセスには多様性

があることが明らかになるとともに、超高関与状態を創造するためには消費者の

認知構造を形成する必要があるということ、その認知構造を形成するためには初

期接点以降の様々な関与経験を複合的に体験する必要があることを示した。	

	

	

 

 

 

 

 

 


